
小学生名寄自然体験交流事業報告書

令和6年度

令和7年3月

杉並区教育委員会

杉並区次世代育成基金活用事業

子どもたちの夢を応援する
杉並区次世代育成基金へのご寄附をお願いします。

　杉並区次世代育成基金は、次代を担う子どもたちが、自然・文化・スポーツなど
さまざまな分野における体験・交流事業への参加を通して、視野を広げ、将来の夢
に向かって健やかに成長できるように支援するための杉並区独自の仕組みです。
　平成24年度の創設より、寄附者の皆さまからの継続的なご支援をいただくことで、
多くの子どもたちに貴重な体験を提供することができています。寄附者の思いが
基金を通じて子どもに託され、その子どもたちが大人になり、さらに次の世代を
育んでいく。
　この「支援の循環」が杉並に根付き、希望に満ち溢れた未来へとつながるよう、
一人でも多くの皆様のご支援をお願いいたします。

区主催のイベントや次世代育成基金活用事業の報告会などで募金活動を行って
います。杉並区次世代育成基金の詳細については、杉並区ホームページ（下記
QRコード）をご確認ください。

［お問い合わせ］
杉並区児童青少年課　TEL：03－3393－4760 　mail：jisedai-ikusei@city.suginami.lg.jp

「小学生名寄自然体験交流事業 」は

杉並区次世代育成基金を活用しています

名寄市観光キャラクター
「なよろう」

SA2502 名寄自然体験 R6　A4 無線綴じ（左綴じ）H1-4　コート135　背幅 1.6mm
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SA2502 名寄自然体験 R6　A4 無線綴じ（左綴じ）H2-3　コート135　背幅 1.6mm

北 海 道 名 寄 市 の ご 案 内北 海 道 名 寄 市 の ご 案 内
　北海道の北に位置する名寄市は、天塩川と名寄川が豊かな恵みを
もたらし、もち米やアスパラガス等が国内屈指の収穫量を誇る、農業
を基幹産業とする都市です。夏と冬の寒暖差が最大で 60℃にもなり、
日本最大級の望遠鏡を持つ市立天文台「きたすばる」や、雪質日本一と
もいわれるスキー場などがあります。
　杉並区と名寄市の交流は、平成元年7月に旧風連町と交流自治体協
定を結んだことに始まります。その後住民同士の幅広い交流が続いて
きましたが、平成 18 年 3 月には旧風連町と名寄市とが合併し、新し
い名寄市としてスタートを切りました。杉並区と名寄市は、これま
で築いてきた両自治体の関係をさらに発展させていくため、平成 18
年 6月に協定を再締結し、より一層の交流を深めています。

名寄市へのアクセス 名寄市公式サイト

飛行機羽
田
空
港

名 

寄 

市

1時間30分
自動車 約1時間30分

バス

30分

JR特急

1時間

北国の春を彩る芝桜　　　　　　　 夏のひまわり畑

生産量日本一を誇るもち米の稲穂 雪質日本一 ! ピヤシリスキー場

なよろ市立天文台 きたすばる 神秘的なサンピラー現象

面　積 535.20 ㎢
（杉並区 34.06 ㎢）
人　口 24,702 人
世帯数 13,674 世帯
（令和7年1月末現在）

旭
川
空
港 旭

川
駅

JR

★

名寄市のデータ

名寄市
観光キャラクター

「なよろう」

名寄市
　杉並区の交流自治体である北海道名寄市に小
学５・６年生を派遣する「小学生名寄自然体験
交流事業」は、今回で 13 回目となります。寒
さの厳しい北海道名寄市だからこそ得られる、
杉並では体験できない様々な経験を積んでほし
いというねらいのもと、今回も派遣された子ど
もたちは、マイナス 10 度の寒さや雪深い大自
然の中で見る満天の星空など、多くの「初めて」
を経験しました。
　子どもたちは、あらかじめ学びたいテーマを
決め、下調べをしたうえで名寄市に向かい、名
寄市北国博物館や天文台きたすばる、旭山動物
園での学びや観察、カーリングなどの体験を通
して、自ら設定した学習課題に積極的に取り組
みました。また、雪原での自然観察や宝探しを
行ったスノーシュートレッキング、そり滑り、
雪合戦などの雪遊びでは、名寄市の子どもたち
との交流も深まり、環境の異なる同じ年代同士、
ちがいを受け入れ合いながら互いに尊重し合う
姿が見られました。
　学習成果発表会では、自然や天文、文化など
について、それぞれが名寄市で学び体験したこ
とを個性豊かな表現でまとめ、同じ体験をして
も一人ひとりが得た学びは多様であったと実感
しました。また、発表する児童の堂々とした佇
まいや立派に挨拶をする姿からは、その成長を
十分に感じることができました。
　私は、名寄市での３日間、引率者として子ど
もたちとともに過ごし、短い期間ではありまし
たが、子どもたちは杉並では経験できない貴重
な体験を通して、「触覚」、「聴覚」、「嗅覚」、「味
覚」、「視覚」の五感を存分に使い、多くの学び
を得られたと感じました。この体験は、派遣
児童にとって忘れられない思い出となるととも
に、将来の夢を考える中での一つの貴重な経験
となることでしょう。
　結びに、本事業の実施にあたりまして、子ど
もたちを温かく迎えてくださった名寄市の皆
様、体調管理に万全を期してくださった保護者
の皆様、そして次世代育成基金の趣旨にご賛同・
ご支援をいただきました皆様に、心より感謝申
し上げます。

　本年度も杉並区の皆さんが「小学生名寄自然
体験交流」で名寄市へお越しくださり、名寄市
の参加者と交流を深めていただくとともに、事
業を無事終了できましたことを大変嬉しく思い
ます。杉並区の児童の皆さんが元気に参加され、
名寄からも多くの児童が集まり、例年以上に和
気あいあいとした雰囲気の中で交流を行うこと
ができました。これもひとえにきめ細かな準備・
運営など、ご支援・ご協力を賜りました杉並区
の保護者、関係者の皆様のおかげであり、心よ
り敬意を表し、感謝を申し上げます。
　参加された杉並区の児童の皆さんには、北国
博物館での展示室の見学、スノーシュートレッ
キングや雪中での宝探しによる名寄市の児童
との交流、カーリング体験、なよろ市立天文台

「きたすばる」の見学など、名寄市ならではの
冬の自然や文化、スポーツに親しんでいただき
ました。
　杉並区と名寄市の児童の皆さんは、対面式で
の班別の自己紹介ですぐに心を開きあい、打ち
解けたように見えました。その後の北国博物館
横のミズナラの原生林の中では、スノーシュー
を履いて駆け回りながら、お互いに協力して宝
探しを進め、楽しそうに笑顔で交流しており、
見ているこちらも元気をいただきました。天文
台では２日目に金星や木星、土星を観測するこ
とができたと聞いております。また、専用シュー
ズを履いて氷上を動き回ったりストーンを投げ
たりするカーリングは、思っていたよりも実際
にプレーしてみると難しかったのではないで
しょうか？様々な名寄市の冬の体験を通して、
新たな発見や学びのある充実した３日間を過ご
していただけたのであれば嬉しい限りです。
　本事業は、「杉並区次世代育成基金」を活用
して、次世代を担う子どもたちが様々な体験・
交流を経て、夢を描き、その夢に向かって健や
かに成長できる取り組みを支援する活動と伺っ
ております。冬の名寄市での体験・交流が、本
事業の目的に少しでも寄与できますよう、今後
とも受け入れに最大の努力をし、杉並区との絆
を一層深めていきたいと考えております。
　結びに、本事業の実施にあたりましてご尽力
を賜りました関係の皆様に重ねてお礼を申し上
げますとともに、参加された児童の皆さんの健
やかな成長並びに杉並区と名寄市の交流や相互
理解がますます深まることを祈念申し上げ、挨
拶といたします。

小学生名寄自然体験交流を終えて
杉並区教育委員会
教育長

名寄市教育委員会
教育長渋谷　正宏



小学生名寄自然体験交流事業の概要

１. 目的
　この事業は、杉並区次世代育成基金を活用して、交流自治体である名寄市に区内児童を派遣し、天体観
測などの体験を通して自然の雄大さや大切さを学ぶとともに、名寄市の小学生との交流により、互いに尊
重し合い、学びあう中で、豊かな人間性を育むことを目的としています。

２. 事業のスケジュール

３．派遣児童名簿　（学習・行動班）

　

４．引率者

班 氏名 学校名 学年

1 班

大谷　ひなき 高井戸第二小学校 5
河合　多聞 松ノ木小学校 6
鈴木　陽菜乃 東田小学校 5
山内　瑠太 和田小学校 5
養父　葵 桃井第四小学校 5

2 班

飯塚　夏海 和田小学校 5
カルキ　アライナ 桃井第二小学校 5
河添　文 桃井第三小学校 5
鈴木　優花 高円寺学園 6
武内　夏美 八成小学校 5

班 氏名 学校名 学年

3 班

木下　大誠 浜田山小学校 5
関　玲奈 西田小学校 5
田中　理輝 桃井第三小学校 5
角田　いおな 天沼小学校 6
李　嘉琪 高井戸第三小学校 5

4 班

遠藤　愛 馬橋小学校 5
佐々木　美織 堀之内小学校 5
福森　香月 高井戸第四小学校 6
森田　悠玄 井荻小学校 5
山本　愛莉 桃井第二小学校 5

5 班

安西　泰誠 高井戸第三小学校 5
塩野　健斗 済美小学校 6
福留　梨里子 西田小学校 5
眞砂　瑠依 荻窪小学校 5
松井　悠 方南小学校 5

令和 6 年　11 月  1 日（金） 結団式・第１回事前学習会・保護者説明会

　　　　   11 月   8 日（金） 天文学習会（任意参加）

　　　　　 11 月 16 日（土） オンライン交流会

　　　　　 12 月 10 日（火） 第 2 回事前学習会・保護者説明会

12月26 日（木）～12月28日（土） 自然体験交流（北海道名寄市派遣）

令和 7 年　１月   8 日（水） 学習相談会・保護者説明会

　　　　　 ２月  8 日（土） 学習成果発表会

ほか看護師 1 名

本橋　宏己 生涯学習推進課長
岸本　彩 生涯学習推進課管理係係長
鈴木　美貴 生涯学習推進課管理係主査
今井　愛美 生涯学習推進課管理係
山口　京子 社会教育センター
大迫　和暉 郷土博物館

渋谷　正宏 教育委員会教育長
浅見　優子 沓掛小学校校長
山内　平 八成小学校主任教諭
工藤　友香里 浜田山小学校教諭
半野田　聡 済美教育センター教育相談担当課長
松田　直也 済美教育センター指導主事
小山　浩 済美教育センター理科教育指導担当

小学生名寄自然体験交流事業（令和6年度）行程表

1 日目 [ 12 月26 日（木）] ２日目 [ 12 月 27 日（金）] ３日目 [ 12 月 28 日（土）]

時
間

曇り時々
雪

最高気温   0.7℃ 最高気温   − 5.1℃ 晴れ時々
雪

最高気温   − 3.4℃

最低気温   − 11.1℃ 最低気温   − 8.2℃ 最低気温   − 15.7℃

6
6:00 起床 6:00 起床

7
7:30 児童集合 7:00 休暇村コテージ発 7:00 休暇村コテージ発

7:45 出発式 7:10 なよろ温泉サンピラー着（朝食） 7:10 なよろ温泉サンピラー着（朝食）

8
8:00 杉並区役所発 8:15

8:30

なよろ温泉サンピラー発

北国博物館着

8:15
8:25
8:55

なよろ温泉サンピラー発
もち米の里☆なよろ着

9
9:15 羽田空港着 9:15 もち米の里☆なよろ発

10
10:00 10:45 旭山動物園着

11
11:00 羽田空港発（JAL553 便）

12
12:50 旭川空港着 12:15

13
13:30 旭川空港発

14
14:00
14:15
14:30

北国博物館発
サンピラー交流館着 14:30 旭山動物園発

15
15:40 休暇村コテージ着 15:00 旭川空港着

16
16:30
16:40

休暇村コテージ発
なよろ市立天文台きたすばる着

16:20 旭川空港発（JAL556便）

16:30 サンピラー交流館発

17
17:40
17:50

なよろ市立天文台きたすばる発
なよろ温泉サンピラー着
入浴

17:00 なよろ市立天文台きたすばる着

18
18:50 夕食 18:20

18:30
なよろ市立天文台きたすばる発
なよろ温泉サンピラー着
入浴

18:40 羽田空港着

19
19:20 なよろ温泉サンピラー発 19:20 夕食 19:00 羽田空港発

19:30 休暇村コテージ着 19:50 杉並区役所着・到着式

20
20:10 なよろ温泉サンピラー発 20:15 解散

20:20 休暇村コテージ着

21
21:00 就寝 21:00 就寝

名寄児童と対面式

昼食

北国博物館見学

見送り式

カーリング

雪あそび

プラネタリウム鑑賞

天体観測

昼食（機内）

名寄児童とお別れ式

スノーシュー
トレッキング

＆
宝探し

グループ行動

昼食 ( 園内 )

実験タイム
と

学習のまとめ
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結団式・第1回事前学習会

　名寄市とオンラインでつながり
ました。名寄市職員の皆さんから
「北国博物館」や天文台「きたすば
る」についてのお話を聞いたり、
名寄市の児童とご当地クイズ大会
をするなど交流を深めました。

　天文台「きたすばる」の職員の方から、
名寄市や天体についての説明を聞いたこと
で、名寄市への理解が深まり、杉並との違
いに気づきを得ることができました。また、
実際に天体望遠鏡や移動式天文台車「ポラリ
ス２号」で天体観測を行いました。

　この日が初
めての顔合わ
せ。自 己 紹 介
などを通じて一
緒に学ぶ仲間や
先生と交流を図
り、名寄の気候
や 農 作 物、文
化、歴 史 な ど
様々なことを学
びました。

名寄市派遣に向けて、自ら考え各々の学習課題を設定しました。

令和6年11月1日（金）

オンライン交流会 令和6年11月16日（土）

天文学習会 令和6年11月8日（金）

第 2 回事前学習会 令和6年12月10日（火）

北国博物館では、
北国博物館職員の
皆さんから「名寄
の気候・地形・動
植物」や「大昔か
ら現在までの人々
の生活」などにつ
いて学びました。

　区役所での出発式のあとは、早速、北海道名寄市へ向
かいます。これからの 3日間では、事前に設定した学習
課題を解決するため、名寄の皆さんから話を聞いたり、
観察・調査・実験などに取り組みます。

夕食後は、それぞれ考
えてきた実験に挑戦し
ました。

名寄派遣　第2日目 令和6年12月27日（金）

名寄派遣　第1日目 令和6年12月26日（木）

　天文台「きたすばる」でプラネタリウムを鑑賞し、名寄の星空
について学びました。また、光学赤外線天体望遠鏡「ピリカ」を
前に望遠鏡の仕組みを学びました。

きたすばるでプラネタリウム鑑賞 実験タイムと学習のまとめ

北国博物館での調べ学習
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　サンピラー交流館では、初めての
カーリング体験。コーチの丁寧な指
導のもと、最後には簡単なゲームも
できるようになりました。
　たくさん体を動かした後は、天文
台「きたすばる」に移動。屋上観測
室では、雲の切れ間から、金星や土
星などを観測することができました。

カーリング体験・天体観測

　名寄市児童との対面式・交流を行ったあとは、スノーシュートレッキング体験へ。深く積
もった雪をかき分けながら、真っ白な平原を歩きました。一緒に宝物を探す中で、杉並と名
寄の児童の仲はより一層深まりました。

対面式・スノーシュートレッキング

対面式

名寄派遣　第3日目

　朝食後、名寄市を出発する私たちを、岸教育長をはじめ、お世話になった名寄の方々が見送りに来てくださり、温かな言葉
をいただきました。途中、道の駅でお土産の買い物をし、旭山動物園へ向かいました。旭山動物園では、学習行動班ごとに自
分たちで考えたルートで行動し、見学をしました。

　今回の交流事業を通して学んだこと、感じたことなどを、一人ひとりの児童が
作品や作文にまとめステージの上で発表を行いました。

令和6年12月28日（土）

学習成果発表会 令和7年2月8日（土）

到着式

道の駅

帰り道

見送り式

旭山動物園でのグループ行動

スノーシュートレッキング

カーリング体験

天体観測
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派遣児童の作文・作品

名寄市で楽しみにしていたこと

　ぼくが小学生名寄自然体験交流事業で学んだことはたくさんありますが、その中で特に心に残ったも
のを 3 つ紹介します。
　まず一つ目は、名寄市の小学生との交流です。名寄市の小学生との交流で、スノーシュートレッキン

グやご飯、雪遊びをしました。スノー
シュートレッキングでは名寄に関す
る寒さの問題が出ました。例えば「凍
裂」など聞いたことのない言葉の意
味を三択で答える問題がありました。
スノーシュートレッキングではあま
り話せませんでしたが、雪あそびの
時には自分が気になっていた、名寄
市の夜は暗くて、こわくないのかな
どを聞きました。
　次に二つ目は、名寄市の雪です。
名寄の雪は聞いていたとおりふわふ
わで、雪玉、雪だるまをつくれなく、
東京の雪とは大ちがいでした。
　最後に三つ目は、星空です。名寄
市のきたすばるでは、木星、金星、
土星を見られました。残念ながら雪
が降っていて、ピリカ望遠鏡では見
られなかったけれど、外の望遠鏡で
見ました。ここで金星の基本情報を紹
介します。直径12104㎞、温度465度、
地球までのきょり 4 千 2 百万㎞。山
陽新幹線で159 年かかります。金星
を観察してみて、きれいな円ではない
ことや、金星を肉眼でみても場所が分
かりました。土星は直径 116460㎞で
温度 −180 度で山陽新幹線で行くと
600 年かかります。土星を観察すると、
土星の環も見え、肉眼で環を見た人も
いました。最後に木星の基本情報は直
径 139820㎞ 温度−144 度。山陽新
幹線で 338 年かかります。木星を観
察してみて、木星のしましまもよう
が見え、宇宙についてもっと知りたく
なりました。
　今回、小学生名寄自然体験交流に
参加して感じたことは、東京との雪
質など色々あります。これからもこ
のような交流を増やしていけばいい
と思います。

1
班楽しかったカーリング

　私は今回、名寄に行ってとても印象に残り、一番楽しかったことがあります。それは「カーリング」
を行ったことです。カーリングとは氷の上でストーンと呼ばれる石を滑らせて円形のハウスと呼ばれる
目標区域に最も近い場所にストーンを攻めて得点を競うウィンタースポーツです。カーリングは、スコッ
トランドで 500 年ほど前に凍った池や、湖で底の平らな川石を滑らせて遊んでいたのが始まりです。赤
でかこまれているのは、当時使われていたカーリングストーンです。次にカーリングをする時の服装に
ついてです。まず転んだ時に頭を守ってくれるニット帽。次に動きやすい上着。5 本指タイプの手袋。
よく伸びる長ズボン。スニーカー。ヒールタイプの靴や、厚底の靴は危険なのでカーリングの時はやめ
ましょう。これらがカーリングをする時の正しい服装です。そして安全のためにヘルメットを着用しま
す。次に、カーリングをするためのコートと道具についてです。まずコートについてです。コートは、バッ
クライン、サイドライン、センターライン、ハウス、ホックライン、ハック、ティーラインに分けられ

ています。次に道具について
です。カーリングストーン、
ブラシ、カーリングシューズ、
ハックです。カーリングス
トーンは重さ 20㎏あり、も
てませんでした。そしてカー
リングシューズは裏が白いも
のと黒いものがあり、白い
ものは滑るようになっていま
す。これらはカーリングを楽
しむための大切な物です。初
めてやったカーリングでは、
立てなかったり滑って転んだ
りしてうまくできなかったの
でコートの奥のほうで先生に
アドバイスをしてもらった
り、こっそり練習をしていま
した。そこから少しずつ滑れ
るようになり、ストーンを滑
らせることができ、試合でハ
ウスに近い所にストーンを滑
らせることができました。残
念ながら試合では負けてしま
いましたが、名寄から帰って
きてからもカーリングの楽し
さを忘れていません。また旅
行で名寄に行ったらカーリン
グをやりたいです。そして私
の特技として続けていきたい
です。

学校名 高井戸第二小学校 5年 氏名 大谷　ひなき 学校名 松ノ木小学校 6年 氏名 河合　多聞

1
班
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名寄の魅力にふれて

　私が名寄の体験学習事業に参加した理由は杉並区役所で売っていた名寄のアスパラが大好きでどのよ
うなところで栽培しているか興味を持ったからです。ある年名寄のアスパラを買った時にひまわりの種
をもらいました。そのひまわりの種を育ててみると背丈が小さくてかわいらしい元気なひまわりが咲き
ました。おいしいアスパラとかわいいひまわり。なんだか夏の名寄が見えてくるようでした。冬は、寒
さが厳しい北海道。その生活が体験できると知り、名寄の環境を学びたいと思い応募しました。
　東京から飛行機に乗り、旭川空港に降りたとき、とても寒く感じました。さらに、夜は風が強くより
寒さを感じました。調べてみると名寄は昼夜の寒暖差が大きいようです。そして冬と夏の寒暖差も大きく、
その差は六十度にもなることがあるそうです。この寒暖差があるという環境が農作物の糖度を高め、虫
の発生を抑えることにつながっています。
　この環境は、名寄の名産品であるお米やもち米にも関係しています。良いもち米を育てるには、四つ
の条件が必要と言われています。一つ目は、水が豊かであること。二つ目は、広く平らな土地があること。
三つ目は、水はけが良い土があること。四つ目は、昼夜の寒暖差があることです。この条件は、名寄の
環境に合っていると考えられます。二日目のおやつで食べた名寄のもち米を使ったソフト大福はもちも
ちしているのになめらかでやわらかくとても美味しかったです。
　名寄の雪はとてもふわふわでやわらかく、ソリ滑りで転んで雪に突っこむことすら楽しかったです。
杉並の雪は、雪の粒が大きくザラッとし、水っぽくその違いは家で作るかき氷と店で食べるかき氷くら
い違いました。これは名寄の気温が低く、空気中の水蒸気の量が少ないからだと学びました。このよう
な環境に適した生活がとても素敵だと思いました。　私も、自分のいる環境の特性を学び、生かしなが
ら生活することで素敵な暮らしができるよう頑張ります。
　この交流事業では、たくさんの方々が協力してくださり、仲間との共有した時間や名寄で学び、経験
したことを、これからの生活にいかしていきたいと思います。
　本当にありがとうございました。

派遣児童の作文・作品

名寄の自然体験を通してのかまくら研究発表

　皆さんはソリに乗ったことがありますか？ 僕は、名寄で初めてソリを体験しました。ソリですべる雪
の急しゃ面はしんせんでとても楽しかったです。急しゃ面をのぼるのは、大変だったけどすべる楽しさ
の方が上でした。僕は、5、6 回のぼったりすべったりしました。転んでも雪がふかふかでいたくなかっ
たのでもっとたくさんすべりたかったです。飛行機が飛び立つ時と同じ速さくらいに感じました。
　続いての雪体験は、かまくらです。同じ雪なのにソリの雪とはちがい、とても固い雪になっていました。
何でソリの雪とかまくらの雪でこんなに固さが変わるのか気になりました。すでに作られていたのでか
まくらの作り方が分からなく気になったので、調べて作品に載せました。なぜかまくらの中はあたたか
いのかなども調べました。良かったら見てください。
　次にカーリング体験をしょうかいします。最初は転びそうでこわかったけれど、なれてくればこわく

なくなりました。ストーンは
持ち上げればとても重いけど
すべらせればとても遠くまで
飛んでいくことも分かりまし
た。カーリングの遊びで一度
だけ中心部に止めることがで
きました。全部で 4 試合やっ
たゲームはすべて勝つことが
できました。次に名寄に行け
る機会があったら今度は家族
とカーリングをしてカーリン
グの楽しさを家族みんなに教
えたいです。
　最後に実験タイムでしたこ
とについて発表します。実験
タイムでは、ぬれたタオルを
外でふりまわしたら何秒でこ
おるかという実験をしまし
た。最初は 40 秒くらいでこ
おるかな？と思っていたけれ
ど他の子にも手伝ってもらい
やってみると 4、5 分かかっ
たのでおどろきました。こ
おったタオルをかいとうする
のには少し時間がかかりまし
た。実験タイムをしてた時の
気温は－ 3℃くらいだったの
で次はもう少し低い気温の中
でやってみたいです。以上が
僕の名寄の雪体験です。

1
班

1
班

学校名 東田小学校 5年 氏名 鈴木　陽菜乃 学校名 和田小学校 5年 氏名 山内　瑠太
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派遣児童の作文・作品

北海道の厳しい自然の良いところと楽しさや工夫

　名寄訪問にあたり私は一つ学習目的を持っていました。北海道といえばその厳しい寒さや雪です。そ
れらは、東京に住む者にとっては交通機関の麻痺、スケジュールの遅れをもたらす原因となり、あまり
歓迎されるものではありません。しかし、その厳しい寒さや雪にも実は北海道の住民にとっては「益」
をもたらす存在かもしれないと考え、どのような益があるのかを調べることにしました。
　今回北国博物館でインタビューすることができ、二つのことが分かりました。
　一つ目は、名寄ではもち米が日本一有名な理由が名寄市の昼夜の寒暖差があることです。それがある
ことにより、病害虫が少なくきれいな栽培が行われ安心・安全のもち米づくりができます。その、寒暖
差は私たちにとっては体調不良をもたらす原因と考えておりますが名寄にとっては良いところもあると
いう驚きの結果でした。もし、その寒暖差がなかったら名寄の柔らかく硬くなりにくいもち米が作れな
かったかもしれません。だから、名寄の寒暖差はとても大事なことだと分かりました。
　二つ目は、雪が降ったり寒くなるときれいな景色が見られたりすることです。例えば、サンピラー、
ライトピラー、ムーンピラー、ダイヤモンドダストなどとてもきれいな景色が見られるのも寒さや雪の
おかげだとわかりました
　加えて、北海道の人たちは厳しい寒さや雪を利用して楽しく生活していることや工夫していることが

分かりました。例えば、雪
や寒さを利用したお祭りな
どがあり、東京ではできな
い楽しいお祭りを開催して
雪や寒さを生かしていたり
していました。スノーラン
タンなどは雪を生かしてつ
くってとてもきれいなもの
が見られます。
　寒さ対策の工夫は、二重
窓や湯陶器の利用です。こ
れは 5 年の一学期に学校で
学習したとおりで、この目で
確かめることができました。
　このようなことから、北
海道の厳しい自然は北海道
の人たちにとって良いこと
が分かり、利用したり工夫
をしたりして楽しくくらせ
ていることが分かりました。
　この訪問で知らなかった
ことを実際に質問してみる
ことが大切だと思いました。
これからは、知らないこと
や分からないことを質問し
ようと思いました。

名寄の文化

　私はアイヌと風連獅子舞について調べたので発表します。北国博物館に行った時にアイヌの人々の標
本があって今自分の着ていた服と、全然ちがくておどろいたので興味を持って調べてみることにしまし
た。まずはじめにアイヌについて発表します。アイヌの人々とは北海道の先住民族の事で独自の文化、

【アイヌ語】を使って話します。アイヌの人々はぶつぶつ交換で生活をしたり、また魔除けとして独特
なもようが刺繍された服を着ているのも特ちょうの一つです。アイヌの人々は食料も自分たちで集めま
す。ロシア、中国、モンゴルの 3 か国にまたがっている「アムール川」ではサケがたくさんとれてい
たと言われています。そのため近くにはアイヌの人々がたくさん住んでいたともいわれています。次に
調べたのは風連獅子舞です。風連獅子舞とは風連下多寄地区を中心に明治 41 年以来百年以上の歴史を
重ねた名寄市の無形文化いさんの一つです。風連獅子舞は明治 41 年の下多寄神社創建時、地域内に出
身の多い富山県から当時の青年団長が獅子一式を注文して持ち帰り、地域内の青年を集めて伝授したこ
とが始まりとされています。獅子一式とは獅子舞のセットの事で、当時の青年団長だった山田次郎氏と
有志、沼前岩松氏が師匠となって青年たちに獅子舞を教え続けた。と言われています。私が調べてみた
ところ大正時代では町内外の行事に招かれたり、さらに戦後にはテレビで全国に放送されたこともあり
ました。すごいですね。
　最後にこんかい名寄へ行って学んだことの感想をまとめました。今回、名寄で様々な物、人、出来事
に出会ってたくさんのきちょうな体験をすることができました。2 日目の博物館では昔の人が寒さを乗り
切るための知えや工夫に学ばされることがたくさんありました。今回アイヌや風連獅子舞について調べ
て、知らなかったことにたくさん出会えて今度北海道名寄にいくきかいがあったら、今度はもっと調べ
てみたいです。獅子一式をかった青年団長の人達も獅子舞が大事な存在だったのかな。と思いました。

1
班

2
班

学校名 桃井第四小学校 5年 氏名 養父　葵 学校名 和田小学校 5年 氏名 飯塚　夏海
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北海道に生息している動物と絶滅危惧種と犬とおおかみ

　私は名寄で北海道に生息している動物と絶滅危惧種と犬とおおかみについて調べました。
　北海道に生息している動物はシマエナガが代表的ですが、他にもたくさん生息しています。キタキツネ、
エゾジカ、エゾタヌキ、エゾフクロウ、エゾモモンガ、カワガラス、ヤマゲラ、ヤマベ、北海道犬、クマゲラ、
エゾリス、エゾシマリス、エゾフクロウなど、たくさんいます。
　わたしは、これだけ種類があると絶滅危惧種も多いのではないか、と気になったので、北国博物館の
金田館長に聞いてみました。な、なんと !! 絶滅危惧種は 2 種るいだけなんです。その 2 種るいとは、シ
マフクロウとクマゲラです。ふたつとも鳥ですね。なぜ鳥なのか気になったのでしらべると、鳥は環境
の影響をうけやすい、ということからだんだんへってきている、ということです。
　最後に犬とおおかみは、アイヌの人たちといっしょにかりをしていたのでしょうか。これは北国博物
館のアイヌの人たちの絵に犬かおおかみかわからないけものがえがかれていたのでまた金田館長にお聞
きしました。聞くと、おおかみか犬か分からないが、おおかみが絶滅したから犬かな、といっていたの
でアイヌの人たちは犬をつかっていっしょに狩りをしていたことが分かりました。
　まとめると北海道に生息している生き物はたくさんいて、絶滅危惧種はその中で 2 種るいだけという
ことと、アイヌの人たちは犬といっしょに狩りをしていたということが分かりました。

派遣児童の作文・作品

2
班

2
班

北海道の動物

　北海道には、東京などの都会とは全然違う動物がたくさん生息しています。旭山動物園にはエゾシカ、
エゾリス、オオワシ、エゾヒグマ、ゴマフアザラシ、キタキツネなどがいます。これらの動物たちがな
ぜ北海道に住み着いているのかを紹介します。エゾシカは冬の温暖化・豪雪年の減少による死亡率の低
下などの環境の変化が原因とされています。エゾリスは寒さの厳しい北海道で生き残るため進化した結
果だと言われています。オオワシは、夏にロシアで繁殖し、冬に北海道東部を中心に渡ってえっとうす
るため、北海道にいるそうです。エゾヒグマは日本がアジア大陸と陸続きだった氷河期に、大陸から本
州を渡って北海道に来たと考えられるそうです。
　次に、ゴマフアザラシとキタキツネを詳しくしらべたので紹介します。ゴマフアザラシの特徴は銀色
の体に黒と白のゴマ模様が点々としています。ゴマフアザラシは、冬から春にかけて流氷とともにオホー

ツク海を南下して北海道にやって
来ます。流氷上で出産や子育てを
行うため、北海道に生息していま
す。ゴマフアザラマシを実際に見
た感想は、たまに空気を吸いに顔
を出してくれてすごくかわいらし
かったです。
　次はキタキツネです。キタキツ
ネの毛色は赤茶色で、あごの下か
ら腹部は白色です。手足の足先全
面は黒色で、尾は赤茶色で、先端
部に白毛があります。なぜ北海道
に住み着いているのでしょうか。
キタキツネはアカギツネの亜種で、
日本では北海道・樺太に生息して
いると言われていましたが、最近
では青森県でも多くの目撃情報が
あるそうです。
　僕たちのグループは、ルートの
都合でキタキツネは見ませんでし
た。ですが東京に帰ってから見れ
ばよかったと後悔しています。そ
のため僕はキタキツネの様子を調
べました。旭山動物園では、木を
組みキタキツネの運動能力を引き
出したり、金網を登る姿などが見
られることもあるそうです。北海
道にいる動物を調べてみて東京に
はいない動物がたくさんいるとい
うことがわかりました。また旭山
動物園に行きたいです。

学校名 桃井第二小学校 5年 氏名 カルキ　アライナ 学校名 桃井第三小学校 5年 氏名 河添　文
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魅力がいっぱい名寄の町

　　私は名寄自然体験交流事業に参加をさせていただき、現地で学んだことや自分で調べたことを 6
つの項目にまとめました。
　その 6 つとは【きたすばる】【北国博物館】【雪遊び】【サンピラー交流館】【名産物・名産品】【キマロキ】
です。
　それらの中で、一番印象に残っているのは【きたすばる】での出来事です。私は去年の 11 月に、イマ
ジナスで行われた天文学習会に参加をしました。そこには名寄市から移動天文台車ポラリス 2 号が来て
いて、木星を見ることができました。私は生まれて初めて見た木星に興奮しました。そしてポラリス 2
号という望遠鏡の大きさにも驚きました。
　解説の先生から「名寄に行くと、もっと大きい望遠鏡、日本で 2 番目に大きいピリカ望遠鏡が見られるよ」
と教えていただき、私はとても楽しみになりました。
　実際に【きたすばる】で見せていただいたピリカ望遠鏡は、私が予想していたよりも、とても大きくて、
持って行ったデジカメには全然入りきらなくて、衝撃的でした。
　ピリカ望遠鏡を見に行った日は、天気があまり良くなくて、天体観測が出来ずとても残念でした。でも、
きたすばるの方から、星や太陽、望遠鏡などについて、くわしい説明を聞くことができました。巨大な

ピリカ望遠鏡は遠かく操作が出
来ることを知り、驚くことが山の
ようにあり、とても印象深い体験
になりました。

　 私は名寄での体験を通して、教科
書でしか知らなかった北国の暮
らしを心と体で学ぶことができ
ました。

　 名寄の冬は、滑ったり歩けなかっ
たりするほど、たくさん雪が降っ
て、何でも凍ってしまうほど寒い
です。夏も 1 日の温度差が大き
くて、毎日の生活がとても大変
だろうと思いました。でも名寄
に住む人達は、その環境を美味
しい野菜作りに生かしているこ
とを知り、本当にすごいと思いま
した。

　 名寄では美味しいものと、素晴ら
しい場所と、優しい人にたくさん
出会うことができました。私は名
寄の町が好きになりました。

　 名寄を知らない人達に、ぜひ名寄
に行ってみてほしいと思い、タイ
トルを【魅力がいっぱい名寄の
町・行ってみてね】にしました。

また行きたいよ！名寄市 !!

　「また行きたいな！」三日間を名寄市で過ごし、私が心から思ったことです。
　私は、名寄に行って沢山の思い出と、そこでしかできない体験をすることができました。特に印象に残っ
たのは、空港から出て、すぐ目に飛び込んできた、名寄特有のふわふわさらさらの雪です。名寄の雪は、
ぜひ一度触ってみてほしいです。そして、一日目の実験タイムでは、皆で雪遊びをしました。その中でも、
雪に登って、後ろにダイブして星空を眺めたのが人生初で、忘れられない体験になりました。雪はふか
ふかの羽毛布団のようでした。
　次に、私が実験タイムで驚いたことです。一つ目は、外の －4.5℃の世界で、シャボン玉が凍ったこと
です。シャボン玉は飛ばさず、棒につけておくと凍りました。
　二つ目は、スライムを雪の中に埋め、三日目の朝にスーツケースに入れ持ち帰り夜十時ごろに取り出
しても、まだ冷えていて、周りに水滴がつくことなく凍っていたので驚きました。そして、保冷剤代わ
りにもなると思いました。
　次に、私が名寄に行き印象に残ったことは、スキーウェアについていた雪の結晶の形が少しずつ違っ
たことです。意識して見るのは初めてだったので、驚きました。
　最後は、私が名寄に行って不思議に思ったことです。一つ目はなぜ、木の枝に雪がたくさん積もっても、
落ちないのかなと思いました。名寄の雪は水分量が少なく乾燥しています。そのため結晶が小さく、空
気を多く含んでいるので枝に絡みやすく、落ちなかったそうです。
　二つ目はなぜ、スライムが長時間溶けなかたのか不思議でした。それは、スライムは、ゲル状の構造
によって熱が伝わりにくく溶けなかったそうです。東京に帰ってから調べて分かりました。このことは、
今後もう少し研究してみたいです。
　名寄での体験は私にとって宝物です。普段とは違った体験をすることができ、参加することができて
本当によかったです。学んだことを大切に、これからもがんばっていきたいと思います。ありがとうご
ざいました。

派遣児童の作文・作品

2
班

2
班

学校名 高円寺学園 6年 氏名 鈴木　優花 学校名 八成小学校 5年 氏名 武内　夏美
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アイヌ民族の信仰と暮らし

　今回の体験学習に参加し、アイヌ民族の歴史に深く興味を持ちました。まずアイヌ民族の信仰を面白
く感じました。アイヌの人々は、火や水、動植物などを、カムイと言い敬いました。カムイとはアイヌ
語で神という意味です。カムイは人々に、恵みを与え、自らの役割を果たすため、物や動物に姿を変え
て、人間界にやって来ると信じられています。また人間の力ではどうにも出来ない災いは、悪いカムイ
の仕業だと考えました。人間界での役割を果たしたカムイは、神々の世界へ帰ります。その時アイヌの
生活に必要なカムイが再びやって来る事を願い、カムイノミという儀式を行います。儀式ではカムイが
喜ぶとされるお酒やだんご、サケなどの食べ物を供え、感謝の祈りを捧げます。人が動物を狩り、肉な
どを得る事は動物の命も奪うことですが、代わりに最高の礼をつくすことでまた人間界に来てくれると
考えました。またアイヌ民族の暮らしにも興味を引かれました。アイヌの人々は、コタンという集落に
暮らし、狩りや漁はコタンの村長を中心に行われました。家の事をアイヌ語でチセとよび家の正面にあ
る窓は神々が出入りする場所とされ、その窓をのぞくことは許されませんでした。1850 年頃、北海道
のほぼ全ての土地にアイヌ民族が生活していました、しかし 1869 年に日本政府がアイヌの人々に何の
断りもなく、一方的に北海道を日本の一部としました。またアイヌ民族を日本国民としましたが、実際
には旧土人と称し、差別的な扱いを続けたのです。1877 年には北海道地券発行条例により、官有地とし、
開拓を行いました。これにより、アイヌ民族は土地を失いアイヌ以外の、和人に与えられました。しか
も名前さえも和人風に変更させられたのです。そのようにしてアイヌ民族は減少させられましたが、近
年では、アイヌを保護する活動も、増えてきています。今後は、僕のように多くの人がアイヌに関心を
持って欲しいと感じました。

派遣児童の作文・作品

3
班

3
班

学校名 浜田山小学校 5年 氏名 木下　大誠

名寄市の雪　－雪質日本一の秘密－

　私は、名寄で雪を触って、東京のべちゃべちゃとした雪と違い、さらさらでふわふわなことにとてもびっ
くりしました。名寄の雪は、パウダースノーを超えたシルキースノーで雪質日本一と言われているそう
です。そこで私は、その秘密について調べました。
　雪質の違いは、空気中の水蒸気の量と気温によるそうです。水蒸気の量が多いと、上空で雪の元とな
る氷の結晶が多数作られ互いにくっついて、雪片が大きくなります。東京のように気温が高いと、雪片
がやや溶けた状態で降るため、べちゃべちゃの雪（水雪）になります。名寄のように気温が低く水蒸気
の量が少ないと、結晶が大きくならないので、さらさらふわふわの雪（粉雪）になります。
　冬の北海道は、大陸の高気圧とカムチャッカ半島付近の低気圧によって西高東低の冬型の気圧配置
になり、冷たい季節風が高気圧から低気圧に向かって吹きます。この季節風は、暖流が流れる日本海
の上を通るときに湿った空気を含み、天塩山脈にぶつかり上昇し、まず日本海側に雪を降らせます。
雪を降らせて乾燥した空気は天塩山地を越え、北見山地にぶつかり、さらに上昇しながら冷やされ雪

雲となり、名寄市に雪を
降らせます。このように
名寄市は、天塩山地と北
見山地に囲まれている
ため、気温が低く空気
中の水蒸気の量が少な
いため、さらさらふわ
ふわの日本一の雪質の
雪（パウダースノーを超
えるシルキースノー）が
降るそうです。
　今回は見られませんで
したが、名寄では、空気
中の細氷に太陽の光が反
射して光の柱が現れる
サンピラー現象、木々に
氷の花が咲いたような樹
氷、樹氷と着雪を繰り返
してできるスノーモンス
ターなど、名寄ならでは
の自然現象がいろいろ
と見られるそうです。
　私は、この三日間は
いろいろな初体験をす
ることができ、北海道
が大好きになりました。
今度は家族と一緒にま
た名寄に行きたいと思
います。

学校名 西田小学校 5年 氏名 関　玲奈
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派遣児童の作文・作品

3
班

3
班

アイヌ文化の入れ墨と北海道の在来種エゾアカガエル

　私は初めて北海道へ行き、二つのことに興味を持ちました。一つ目は、「北国博物館」のアイヌ民族で
す。博物館での説明が楽しく、帰宅後も家族に撮影した写真を見せながら説明しました。すると、ある
疑問にたどり着きました。アイヌの生活が描かれた写真を見た母が、「女性はいないの？」と聞いたので
す。私は、「うん。男性ばかりだったと思う。」と答えました。「本当にそうだったのだろうか？」と疑問
になり見返してみると、一枚の写真に違和感を覚えました。人物の口元にひげが描いている人と、口が
大きく塗られたような人がいるのです。そこでネットで調べると、本来の口よりも、とても強調された
アイヌ女性の画像が見つかりました。そして、口元は塗られているのではなく、「入れ墨」で彫られ「女性」
に施されていると知りました。私が撮影したイラストの人物は、男女ともに描かれていたのです。私は
発見した喜びから、さらにアイヌ女性を知りたくなりました。アイヌ女性は、幼い頃から少しずつ入れ
墨をして、結婚式で花婿が笑顔になるよう完成させるそうです。また、その入れ墨の模様から、結婚や
子供の人数も分かりました。彫り方は、ナイフで傷を付けて炭を入れるため、苦痛もあるし、化膿する
こともあります。さらに、明治政府から「女性の入れ墨禁止」が布達されたことで、アイヌ女性は差別
の対象になり苦しんだともありました。私も、入れ墨に偏見を持っていましたが、知ることで、文化や
風習について正しく理解しなくてはいけないとう考えに変わりました。
　二つ目は、北海道の在来種「エゾアカガエル」について調べました。私はカエルが好きで、旭山動物
園にエゾアカガエルの展示があると聞き楽しみにしていました。でも展示のカエルは、ずっと後ろ姿で
動かないままでした。
　北海道に生息するカエルはエゾアカガエルとニホンアマガエルの 2 種類です。アマガエルは本州でも
よく生息している黄緑色のカエルで、エゾアカガエルは学名を「Rana pirica」と言い、アイヌ語の「美しい」
が使われている赤褐色のカエルです。そのエゾアカガエルの幼生が本州に生息する国内外来種アズマヒ
キガエルの幼生を捕食すると強い毒性により中毒死させるため、カエルを餌にしている他の固有種にも

影響がでてしまい
ます。生態系を維
持 す る た め に は、
その土地に生息す
る在来種を守るこ
とが重要なのだと
思いました。
　 こ の 三 日 間 は、
私にとって貴重な
体験ばかりで書き
きれません。名寄
市の雪はサラサラ
で柔らかく、雪合
戦に夢中になりま
した。参加するこ
とができて本当に
良かったです。

学校名 天沼小学校 6年 氏名 角田　いおな

名寄の昔と今

　私は、名寄の昔と今について調べました。
　まず、名寄の昔について紹介します。
　最初の「無土器時代」は、細石刃と呼ばれる石器を作っていました。細石刃は十勝石で作られていました。
その後、徐々に本州から鉄器が伝わってきました。これを「続縄文時代」と言います。なぜ、弥生時代
ではないのかというと、本州から稲作などは伝わってこなかったからです。
　その後の「擦文時代」では織物作りもしていたそうです。また、同時期に「オホーツク文化」も生ま
れました。
　つぎに、北海道の先住民族である「アイヌ文化」について紹介します。「アイヌ文化」の特徴として、
自然のものすべてを神として祀るということが挙げられます。時は過ぎ、江戸時代になると、高橋壮四
郎や松浦武四郎などが天塩川流域を調査しました。そこから、開拓が進んでいきましたが、1800 年代前
半になると開発の影響を受けて、アイヌ民族は半減してしまいました。私は、開拓はそんなにひどいも
のだったんだなということを感じて、つらい気持ちになりました。
　ここからは名寄の今について紹介したいと思います。
　最初に観光です。
　一つ目は、「道の駅　もち米の里☆なよろ」です。もち米を使用した特産物などを売っています。レス
トラン「風の寄り道」もあります。思った以上に店内が広く、たくさん特産品などを売っていました。私は、
もち米 1㎏とソフト大福 5 こを買いました。
　二つ目は、「なよろ市立天文台　きたすばる」です。アイヌ語で美しいという意味の「ピリカ」望遠鏡
もあります。当日は、雪がすこし降っていたため、望遠鏡で見ることは叶いませんでしたが、肉眼で少
し星を観ることができました。今度、名寄に行く機会があったら、ピリカ望遠鏡から星をながめてみた
いです。
　三つ目は、「北国博物館」です。名寄の自然と歴史について学ぶことが出来ます。また、全国で唯一残
された SL 排雪列車「キマロキ」も夏期間に限り展示されているそうです。実際に行ってみて、土器や祭
器などを自分の目で一つ一つ確認することができました。
　つぎに、特産品です。
　一つ目は、「もち米」です。ソフド大福ももち米から作られています。毎月 10 日は「名寄もち米の日」
になっています。
　二つ目は、「ジンギスカン」です。2022 年 3 月文化庁の「100 年 フード」に登録されました。実際に
食べてみて、初めての風味でしたが、とても美味しかったです。
　三つ目は、「ひまわり」です。「ひまわり油　北の輝き」や豚肉にも活用されているようです。
　最後に、市のシンボルです。
　市の花は、「オオバナノエンレイソウ」で、4 月から 5 月ころにかけて北海道に生えます。
　市の木は、「シラカバ」で、市内にシラカバの名前がついた施設などもあります。

　つぎに、市の鳥です。
市の鳥は「アカゲラ」
で、風連町との合併以
前の旧名寄市の頃も市
の鳥として親しまれて
いました。
　この交流を通じて、
名寄市に実際に行って
みてアイヌのくらしや
天文台の話など様々な
ことを学ぶことが出来
ました。さらに、友達
と雪合戦をし、普段感
じることのないサラサ
ラな雪を体感し、それ
も学べたことの一つだ
と思います。これから
も、アイヌや天文学、
さらには、旭山動物園
で学んだ動物について
も学んでいきたいと思
います。

学校名 桃井第三小学校 5年 氏名 田中　理輝
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名寄市の役に立つ冬

　名寄市は、冬に雪がたくさんふり、寒く、時にはマイナス 20℃にもなるそうです。そんな寒さや雪で
すが、名寄市で役に立っています。例えば、行事があります。スノーランタンをつくり、そのあかりの
中で行う雪あかりコンサートです。次に住宅の前につくられるミニ雪像です。家族で協力して作品を作
りあげます。さらに、世界からアーティストを招いて行う国際雪像ちょうこく大会があります。大きな
作品が会場いっぱいにかざられます。このように、名寄ではたくさんの行事があります。名寄では、も
ち米、さらにアスパラガスの生産が有名です。そのことにも、名寄市の雪や寒さが役立っています。も
ち米の貯ぞうに使われている、雪室型もち米低温貯蔵しせつと言い、「ゆきわらべ雪中蔵」というものも
あります。そして農産物出荷調整利雪しせつというものがあります。さらに、アイヌの人も雪や寒さを
利用していました。
ですが、役に立つことばかりではありません。ですので、アイヌの人も対さくをしていました。チセと
いう家で、かべもうすく、つかいしにのっかっているだけの家で、寒く、雪がつもり、大変でした。で
すので、ストーブをつくり、また、そのストーブの熱でお湯をわかす工夫をしていました。ゆきかき道
具も今は軽いプラスチックですが、前は重い鉄だったのです。明治 30 年に南から名寄まで鉄道が開通す
ると造材山から流送された原木が、名寄駅の貯木場に集められました。そのさい、雨の上をすべらせな
がら運ぱんしていました。このように、名寄では雪や寒さによって生活における多くの工夫をしていて、
それは今も続いています。

派遣児童の作文・作品

名寄の冬と杉並の冬～東京生まれ東京育ちの私が体感した－10℃の世界～

　私は東京生まれ東京育ちで、両親も関東の出身のため、今まで雪国に行ったことはありませんでした。
今回初めて名寄市に行き、杉並とのちがいにおどろいたので、名寄と杉並のちがいについて調べてまと
めてみることにしました。
　まず、気温について調べてみると、名寄と杉並では、12 月の平均気温の差が最高平均気温・最低平
均気温ともに 14℃近くあることがわかりました。気温の差は服装にもあらわれていて、杉並では冬で
もコートとスニーカーで過ごせますが、名寄ではスキーウェアとスノーブーツがないと外を歩けません
でした。
　次に、それぞれの土地の産業について調べてみました。名寄では、盆地特有の寒暖差を生かしたもち
米作りや、アスパラガスなど農作物生産が有名で、雪質日本一の雪を活かしたスキーや天体観測などの
観光業もさかんだとわかりました。名寄の雪はとてもふわふわで、かまくら作りやスノーシュートレッ
キングなど、雪国ならではのあそびが楽しめました。杉並では、トマトやダイコンなどのすぎなみ野菜

の生産がさかんです。また、
杉並にはアニメ制作会社が
たくさんあり、アニメのま
ち杉並として有名です。
　その他にも、名寄にはヒ
グマやキツネなどの大型動
物 がいるが杉並にいる野
生動物は小動物中心である
ことや、名寄は積雪量が多
いため、住宅に無落雪屋根
や二重まどが用いられるな
ど、落雪や寒さを防ぐ工夫
がされていることがわかり
ました。
　私は、名寄に行った 3 日
間で、名寄についてたくさ
ん知り、学び、体験するこ
とができました。同じ日本
でも、地域によってたくさ
んのちがいや特色があるこ
とを知れて本当に良かった
です。
　これからも名寄と杉並の
土地やくらしについて、お
たがいに教え合い、交流を
深めていけたらうれしいで
す。

4
班

3
班

学校名 高井戸第三小学校 5年 氏名 李　嘉琪 学校名 馬橋小学校 5年 氏名 遠藤　愛
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4
班

4
班

派遣児童の作文・作品

知ってほしい！名寄の美味しいもち米

　私が「名寄市に行って学びたいこと」を考えたとき、一番最初に思いついたのは、名寄市の有名な農
産物についてでした。北海道では、牛乳やじゃがいもなどが生産されていることは知っていました。そ
う感じている中で名寄に行って、バスの中で、名寄のもち米が使われているソフト大福を食べました。
その大福がすごく美味しくて、名寄のもち米に興味をもったので、名寄のもち米について調べてみました。
　まず、名寄でもち米が有名なのかを知るために、名寄で作られている農産物を調べました。名寄市で
は特に、もち米、グリーンアスパラ、スイートコーンなどが有名だそうです。その中でも、もち米は名
寄市の広い地域で作られていました。もち米は、名寄市の代表的な農産物だと分かりました。
　北海道の北に位置する名寄市では、古くからもち米作りが盛んで、市内の水田のおよそ 9 割がもち米
という日本有数のもち米の産地です。名寄市では、冷害に強いという理由から 1970 年にもち米栽培が
始まったそうです。
　次に、名寄市で作られているもち米の品種とその特徴について調べました。1 つ目は、「はくちょうもち」
です。大福やおこわの原料としても使われており、名寄市で生産されるもち米の約 5 割が、この品種だ
そうです。2 つ目は、「風の子もち」です。粒が大きく、たくさんの量が生産できる品種です。3 つ目は、「き
たゆきもち」です。お米の色が白いのが特徴で、寒さに強い品種です。4 つ目は、「きたふくもち」です。
他の品種とはちがい、硬くなりやすいという特徴をもち、切りもちなどの加工食品に適しているようです。
もち米には、品種ごとにそれぞれの特徴があり、ちがいがあることにびっくりしました。
　私は名寄に行って、名寄の農産物だけでなく、名寄の自然の豊かさや雪や星のきれいさなどたくさん
のことを学びました。こんなに色々な経験をして、たくさんのことを学べたのは一生の思い出です。ま
た名寄に行きたいです。

きたすばる「ピリカ望遠鏡」で知ったこと

　私は、「きたすばる」についてまとめました。理由は 3 日間の中で星の観察が楽しかったし星につい
てもっと知りたくなったからです。
　きたすばるは日本で 2 番目に大きい鏡をもつ大型反射望遠鏡・「ピリカ望遠鏡」がある天文台です。
　1 日目は最初にレクチャールームでお話がありました。次にプラネタリウムで名寄の日の出や日の入り
の違いについて学習しました。名寄は夏の日の出が午前 3 時で午前 1 時すぎには明るくなりはじめます。
日の入りは午後 7時 20 分ぐらいですが暗くなるのは 9 時すぎだそうです。名寄の夏は、日が出ている時
間がとても長いです。冬の名寄で一番日の入りが早い日は 12 月 10 日ごろで、午前 7 時ごろに日の出午
後 1 時 5 分には日の入りだそうです。名寄は気温の寒暖差も激しいですが夏と冬での日の出日の入りの
変化も大きいです。
　プラネタリウムの後、いよいよピリカ望遠鏡を見に行きましたが天気の影響で星は見れませんでした。
でもとてもおどろいたことがありました。それは観測室がとても寒いということです。なぜ寒いのかと
いうと、星を見る時天文台が暖かいと暖かい空気は上にいくので水蒸気でレンズがぼやけてしまうので、
外の温度（－20℃）に近づけないといけないからです。また、人間の目で見えるのは 1・2 等星までで
すがピリカでは 14 等星まで見ることができます。また星はまたたいていないということも教えてもらい
ました。星は地球の空気のゆらめきによってまたたいて見えるそうです。
　2 日目も天気の影響で星を見ることができませんでした。しかし別の屋上観測室で土星などが見れまし
た。土星は今年の3月には見かけ上輪っかがなくなるそうです。私たちが見た時は串刺しになっていて、「団
子」と呼ばれているそうです。
　2 日間ピリカでは星を見られなかったけれど、天文台の美しい星を見るための工夫や、星がなぜまたた
いて見えるのか知ってもっと星のことについて知りたくなりました。これから星について調べていきた
いです。

学校名 堀之内小学校 5年 氏名 佐々木　美織 学校名 高井戸第四小学校 6年 氏名 福森　香月
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派遣児童の作文・作品

名寄で出会った文化歴史＋グルメ

　私は名寄で多くのことを学び、体験しました。特に、北国博物館でアイヌの文化と北風磯吉について
の学びが印象に残っています。
　アイヌ文化の成立は室町時代だと言われています。当時の日本は今よりも涼しく、アイヌの人々は一
年の半分は雪などの寒さと向き合って暮らしていました。アイヌの生活用品の多くは移入品です。古い
文献には中国政府や本州との交易のことが記録されています。名寄にも交易による移入品があったそう
です。
　一方で、アイヌは狩りを中心に食糧を得る生活をしていました。自然物には神様が存在すると考えら
れていたようです。代表的な狩りとしては熊狩りが有名ですが、一筋縄ではいきません。狩りは冬眠か
ら目覚めたばかりで熊の体力が十分でない春先に行い、鹿の皮を活用して防寒対策と動きやすさを追求
した服装や、毒矢を持って臨んでいたそうです。アイヌの狩りには生きていくための知恵がたくさん詰
まっていると感じました。

　次に、北風磯吉についてです。
北風磯吉は名寄地方のアイヌの伝
承者で、学校建設の費用を寄付す
るなど、人々の信頼を集めました。
また、多くの民族調査に協力し、
分類アイヌ語辞典、アイヌ語方言
辞典などの書物の成立に貢献しま
した。北海道にはアイヌ語から出
来た地名が多くありますが、実は
名寄という地名もそうです。アイ
ヌ語で川のところの口という意味
の「ナイ・オロ・プト」という言
葉が語源になっています。
　私は北国博物館での学びを通し
て、アイヌの人々の暮らしと自分
の暮らしとの違いに驚きました。
また、北風磯吉のように、アイヌ
の文化を後世まで伝えていこうと
する人々の思いにふれ、とても勉
強になりました。
　他にも名寄の食べ物など、紹介
したい物はまだまだあります。今
回の名寄自然体験交流事業で学ん
だこと、グループの友達との活動
や現地で出会った友達との交流は
貴重な体験になりました。ありが
とうございました。

4
班

4
班

学校名 井荻小学校 5年 氏名 森田　悠玄 学校名 桃井第二小学校 5年 氏名 山本　愛莉

北海道に生息している動物たち

　僕たちは北海道に行ってたくさんのことを学びました。その中で僕が研究テーマにしたのは北海道の
動物の生態についてです。
　なぜこのテーマにしたかというと、北海道にはどのような動物がいて、どのような生態をしているか
気になったからです。また、ぬらしたタオルが凍るほど寒かった中で動物たちはどのように冬をこして
いるか気になったからです。
　まず僕が調べた北海道に生息する動物の種類です。種類はキタキツネ・エゾタヌキ・エゾシマリス・
エゾリス・エゾクロテン・エゾユキウサギ・エゾモモンガ・エゾヒグマです。他にもシマエナガなどの
動物もいますが、今回はこの 8 種類について調べました。
　次に北海道に住む動物についてです。
　まず、キタキツネについてです。アカギツネの一種で、エサは主にネズミ・鳥類・昆虫・は虫類・エ
ゾシマリス・エゾリスなどです。また、エゾユキウサギも捕食します。冬は活動したり繁殖したりして
います。
　次にエゾタヌキについてです。エゾタヌキは北海道の森林や川などがあるところに生息しています。
クマになぜか捕食されないのでクマの巣の近くに巣をつくる個体もいる。冬は巣に籠っているか半冬眠
をしています。
　次にエゾシマリスについてです。北海道全域と利尻島・天売島・焼尻島・択捉島・北方領土に生息し
ています。海岸沿い・都市近郊の森林などに生息しています。冬は冬眠しています。
　次にエゾリスについてです。北海道の平野部から亜高山帯の森林などに生息しています。春は朝から
夏は日の出から日没まで秋は昼間冬も朝に活動しています。冬は活動しています。

　次にエゾクロテンについてです。北海道の道央・道
北・道東の森林に生息しています。一年中活動してい
ます。活動時間は定まっていません。冬は活動してい
ます。
　次にエゾユキウサギについてです。北海道の平野部
から亜高山帯にかけて生息しています。活動は主に昼
で冬になると夜にも活動しています。
　次にエゾモモンガについてです。北海道の千島列
島に生息しています。主に夜行性だが春から夏の繁
殖期や冬の寒さが厳しい時は昼でも活動します。
　最後にエゾヒグマについてです。北海道の平野・原
野に生息しています。活動時間は決まっておらず、発
情期と子育て期以外は常に単独行動です。冬は巣に
籠っています。
　僕はこのことを調べて北海道には多様な環境があ
り、その中に様々な動物が生息していることがわかり
ました。さらにこの環境を残すことでたくさんの動物
が繁殖できると思いました。寒いからこそそれぞれの
生き方をしている動物たちを僕はステキだと思いま
す。同時にその動物たちに驚きました。他にも北海道
に生息している動物はたくさんいます。よかったら他
の動物たちも調べてみてください。
　僕はこのことを調べて北海道には多様な環境があ
り、その中に様々な動物が生息していることが分かり
ました。さらにこの環境を残すことでたくさんの動物
が生きることができると思います。
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派遣児童の作文・作品

5
班

5
班

幸運を呼ぶサンピラー

　私が名寄に行って学んだことはサンピラー現象です。サンピラー現象を調べようと思ったのは事前学
習会で見た時、神秘的な光景だと感じたからです。
　まずサンピラー現象が起こる条件について説明します。条件は主に 5 つあります
　1 つ目は気温が約 －15 度以下であること。これによって、空気中の水蒸気が凍ります。
　2 つ目は天気が晴れていること。天気が晴れていないと太陽の光が通りません。
　3 つ目は風が吹いていないこと。これによって、氷の結晶の向きがそろいやすく、また地面に対し水平
になり、きれいなサンピラー現象を見ることができます。
　4 つ目はある程度湿度があること。
　5 つ目は早朝や夕方の時間帯であること。氷の結晶が地面と平行になった時に、低い位置で太陽の光が
反射することで、サンピラー現象が起こります。氷の結晶の向きと太陽の位置が重要なのです。
　この条件がそろいやすい町は限られていて北海道では私達の行った名寄市が有名です。
　名寄には私達がお世話になった「サンピラ一温泉」や「サンピラー交流館」などサンピラーとつく施
設が多くありました。
　交流した名寄の児童にサンピラー現象を見たことがあるか聞いてみたところ、実際に見たことがある
人は非常に少なかったです。発生条件を満たしやすい名寄でも見られる機会が少ないため、サンピラー
現象を見ることができたら幸運です。
　このきれいなサンピラー現象も、地球温暖化等の影響で見られなくなるかもしれません。このサンピ
ラー現象を守るためにも、環境に少しでも貢献しようと思いました。
　今回はサンピラー現象を見ることができませんでしたが一生に一度は見たい神秘的な光景なので、ま
たいつか名寄に見に行きたいです。

北国博物館で学んだアイヌ文化

　僕が小学生名寄自然体験交流事業に参加しようと思ったきっかけは、北海道のアイヌ文化に興味があっ
たからです。実際に北国博物館に行き、アイヌの文化についてたくさんのことを学ぶことができました。
　一つ目はアイヌ民族の考えです。アイヌ民族は、すべてのものに魂が宿ると信じていたそうです。そ
のため、アイヌ民族は物や動物を大事にしていました。僕たちはあまり物を大事にしていなかったり、
食べきれないご飯を残してしまうことがあったりするので、僕もアイヌ民族を見習って、ちゃんと物な
どを大事にしようと思いました
　二つ目はアイヌ民族の家の作りです。アイヌ民族の家の作りは自然との共生を象徴しているように感
じました。家の作りの構造はまず、自然でとれた木で家を作っています。隙間などがあると寒くなって
しまうため、建物の周りにわらをしきつめて寒さをしのいでいました。僕はそれを見てすごく寒そうだ
と思ったけど、アイヌ民族はすごく工夫していることを知ることができました。
　三つ目はアイヌ民族は文字を持たなかったことです。どうしてアイヌ民族が文字を持たなかったのか
知りたいと思い、本で調べてみました。はっきりとした理由はわからなかったですが、二つの説が見つ
かりました。一つ目は、文字を持つ目的が分からなかったことです。二つ目は自分たちだけコミュニーケー

ションをとれるよ
うにしといて、交
易の利益を独占し
ようという考えの
二つです。僕は、
二つ目の説が有力
ではないかと思い
ます。なぜなら、
そうしたら交易で
自分たちの方が有
利になるからです。
　僕は、小学生名
寄自然体験交流事
業を通して、アイ
ヌ民族の文化につ
いて学ぶことがで
きました。僕はア
イヌ民族の考え方
などを知って生活
を変えなきゃと思
いました。アイヌ
民族に関係する本
や映画などをたく
さん見たり読んだ
りして、アイヌ文
化をもっと知りた
いです。

学校名 高井戸第三小学校 5年 氏名 安西　泰誠 学校名 済美小学校 6年 氏名 塩野　健斗
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5
班

アイヌの文様と名寄の雪

　私は、名寄自然体験交流事業で、アイヌの文様と、名寄の雪に興味を持ちました。
　名寄市出身の担任の先生が、この交流事業を紹介して、アイヌの文様が刺しゅうされたハチマキを見
せてくれました。今回、北国博物館に行き、刺しゅうされた小物や衣類を見て関心が深まり、調べるこ
とにしました。
　文様とはかざりのためにつけられた図がらのことです。アイヌの文様には魔除けなどの意味がありま
す。アイヌの文様は家紋のような役割で、母方の文様が子に受けつがれます。北国博物館で実際に衣服
の背中の部分やすそに刺しゅうされているものを見ました。女性の場合、衣服を作りそれに刺しゅうを
することができれば結婚適れいとされていました。衣服の文様の作り方には、刺しゅうと、布を切り、
それをぬい付けるアップリケのような方法があります。刺しゅうの仕方も「くさりぬい」などがあります。
文様の形にもいろいろな種類があり、北国博物館では、「モレウ」という渦巻き状の文様を見ました。他
にもハート文様など、たくさんの種類があるそうで、どんな文様があるのか、自分でも実際に文様をつくっ
てみたいと思いました。
　名寄の雪は、杉並区の雪とは違い、とても軽くサラサラしていました。固めようと思ってもなかなか
固まりませんでした。水蒸気からできる雪の結晶が低温の影響で乾いた状態で地上に降ってくるので、
非常にふわふわした粉雪になります。大きな低気圧や主に北海道の北西側から流れてくる筋状の雲が名
寄にサラサラの雪を降らせます。雪質日本一の名寄の雪は想像以上にサラサラで驚きました。
　私は北国博物館でアイヌの文様を見て、「なぜこのような形をしているのだろう？」と思いました。調
べるといろいろ面白いことがわかりました。また、名寄の雪は軽くてサラサラで驚きました。今回、こ
の交流事業で名寄に行き、これまでの人生で初めての経験をたくさんできてよかったです。

5
班

名寄の雪

　私は名寄でしか見れないサラサラな雪についてもっと知りたくなり、調べてみました。
　名寄市は雪質日本一のまちを宣言していて、その雪はシルキースノーとよばれています。シルキスノー
はパウダスノーよりさらキメ細雪です。シルキスノーは、気温が低いなどの条件があります。（気温が低
すぎてもできないそうです。）名寄は、その条件がそろっているのでシルキースノーができます。
　けれど杉並区はその条件がそろっていないので雪がふっても、シルキースノーのようにはならずにす
ぐ溶けてしまいます。
　他にもシルキースノーと関係のありそうなところをさがしてみると、雪の結晶の形が関係ありそうだ
な！と思いました。
　調べてみると、雪の結晶には、針状や角柱状、樹枝状、扇状などがあることがわかりました。名寄のは、
樹枝状みたいな形で樹枝状は細かいので、雪の結晶が細いほど雪もこまかくサラサラになるのではない
かと思います。（ちなみに雪の結晶は温度と水蒸気の量で決まり、樹枝状は－ 20℃で水蒸気が多いです。）
　名寄の雪がふる時期について
　杉並の初雪が 12 月～ 1 月なのに対して、名寄は 10 月末～ 11 月と、とても速いです。
　雪が降っている時期は、杉並は 12 月～ 2 月なのに対して、名寄は 10 月末～ 4 月までととても長く、
雪が 12 月頃になると 100㎝以上つもるそうです。）
　除雪は、雪が多いので雪国にすんでいる人からするととてもたいへんで、除雪車、除雪機をつかって

いて、除雪が大変そうでした。
　雪おろしとは、屋根の雪を下すこと
で、下すときに人も落ちる可能性があ
るので危険です。その危険がないのが
無落雪屋根です。
　けれど雪が重くてドアがあかなく
なってしまうので名寄ではみかけませ
んでした。
　名寄のイベントについて
　名寄では 2 月頃に『 なよろ雪質日本
一フェスティバル』があります。人気
キャラをテーマに雪像を作ったり、雪
でできたすべり台や巨大迷路、スノー
モービル遊覧、犬ぞり体験ができるす
てきなイベントがあることが分かりま
した。
　私は名寄に行って、杉並では見れな
い物を見るという体験ができて、沢山
のものに興味を持つことができたと思
います。この体験をもとに「こうなん
じゃないか」や「こうした方がいいな」
と自分でちゃんと考えることができて、
自分の世界が少し広がったと思います。
また名寄に行きたいです！

学校名 西田小学校 5年 氏名 福留　梨里子 学校名 荻窪小学校 5年 氏名 眞砂　瑠依
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アイヌの人のくらし

　アイヌの人は寒い中でどう生活しているか疑問に思ったことからぼくは、北国博物館が印象に残り、
テーマを「アイヌの人のくらし」に決めました。これからアイヌの人の衣食住、人々に関わる自然の四
点を説明します。
　まず始めにアイヌの狩りについてです。これは食や人々に関わる自然にあたります。アイヌの人は春
に冬眠して起きたばかりの体力がない熊を毒矢で倒すので、効果的な狩りができます。夏は河口や海岸
で沿岸漁業をし、秋には越冬するための鮭を川でとり、冬は、雪に残る足跡をたどり、雪で足が遅くなっ
た鹿を仕留めます。
　次はアイヌの人のくらしについてです。これは衣食住の住にあたります。アイヌの人はスキーと親し
みがあり、スキーの初めは雪の上の歩行具として使用され、その後、板の構造がかわり今のスキーができ、
同時に作業用のスキーもできました。次にアイヌの人の家です。アイヌの人の家は主に長方形で壁や屋
根は笹葺きで防寒をしていました。笹を沢山使用し、厚みを作っていて、内装では部屋の中央に暖炉を
置き、入口の正面に神窓という、神が出入りする神聖な窓がつけられています。肉などを運び込んだり
するのに使われていました。そして、防寒として、本州から何十種類ものストーブをもってきていました。
アイヌの人はすべてのものにカムイという神が宿っているとされ、人間しかもっていないものをカムイ
に授けるということも行ってきました。そして今のアイヌ民族についてです。人口は数万人と言われて
いて、主に北海道に住んでいます。生活は今の日本人と変わりませんが、伝統文化は守られていて、積

極的にアイヌ文化を継承しています。
　最後に、アイヌの人のくらしに関係する
動物のことです。これは、人々に関係する
自然にあたります。北海道の北東部の森林
は広葉樹と針葉樹が混ざりあった「針広混
交林」になっています。そこにアイヌの人々
に関係する動物が住んでいます。例えば、
キタキツネ、エゾユキウサギ、エゾモモン
ガ、ニホンイイズナ等です。キタキツネは
アイヌの人々からたくさんいる物とよばれ
ナヨロでは神としてまつっていました。エ
ゾユキウサギは、ナヨロでは「キイキイ鳴
く小さな生き物」とよばれ、冬毛と夏毛が
あります。エゾモモンガは鳴き声が子守歌
に聞こえることからアイヌでは子守歌の神
とされていました。ニホンイイズナは世界
最小の肉食獣と呼ばれネズミ等を食べま
す。どの動物もアイヌの人の身近な動物な
のです。
　この体験を通して、ぼくは、アイヌの文
化や自然について調べてさらに興味をもち
ました。他にも様々な体験があり、名寄に
行ってよかったなと思いました。今度学ん
できたことを友達にも話したいです。

派遣児童の作文・作品

5
班

問いも答えも自分の中にある

沓掛小学校　校長　浅見　優子

　今年も名寄の大自然の中で、素晴らしい体験をしました。普段は都会の喧騒の中で過ごしている

子供たちにとって、名寄の美しい自然は新鮮で貴重なものだったようです。星空観察、スノーシュー

やカーリング体験、雪遊びなどなど。多様な活動を通じて、自ら考え行動する力、協力し合う大切

さを学んでくれたことと思います。

　また、これらの活動を通じて、仲間との絆を深め、互いを尊重し、助け合う姿が育まれたことは、

行動を共にした私たちにとって非常に喜ばしいことです。名寄自然体験交流が、子供たちの成長に

大きく寄与したと確信しております。

　思い返せば、参加した子供たちは、名寄自然体験交流に応募するときから「学びたいことは？」

と問われていました。「実験タイムでしたいことは？」「雪遊びでしたいことは？」子供たちは実に

真摯に自らに問いかけ答えをみつけ、さらに、たくさんの問いを生み出してきました。その問いの

中には、すぐ答えが出てしまうものもあれば、考えても調べても答えの見つからないものもありま

した。やりたいことを見つけても、うまくいかないものもありました。やってみたけれど、一人で

はできないものもありました。

　そうした問いに子供たちは繰り返し挑戦し、知恵を出し合い、力を合わせて答えを導き出してい

きました。時には、あきらめることもありました。それでも、次の問いを見つけ、果敢に挑んでい

きました。その姿のほんの一部がこの報告書です。ぜひ手にとり、 子供たち一人一人の足跡をたど

り、熱い思いを共有していただけましたら幸いです。

　自然体験交流から戻ると、成果発表会が待っていました。今度は「何を伝えたいですか？」「報告

したいことは何ですか？」という問いに取り組みました。ご家族の応援を必要としたときもあった

でしょう。そして、セシオン杉並の舞台に立ち、自分の言葉で発表するその姿のまぶしかったこと。

喜びと達成感に満ち満ちた姿は、本当に素晴らしかったです。

　さらに問いを追求するうちに、厳しい現実や悲しい歴史に出会ったお子さんもいました。けれど、

知らない自分にはもう戻れません。無関心ではいられない、もっと知ろうと学び続ける姿、やむに

やまれぬ衝動が、会ったことのない大勢の人を幸せにするのだろうと思いました。ここに集った子

供たちが創り出す社会は、家族を、友達を、世界を、そして自分自身を幸せにするすばらしい社会

だろうと期待が膨らみました。

　結びに、ご賛同ご協力いただきました皆様、名寄市教育委員会、保護者の皆様、本事業を所管す

る生涯学習推進課、全ての関係者の皆様に感謝申し上げます。これからも自然体験交流を通じて、

子供たちが多くを学び、大きく、たくましく成長していくことを心から願っています。

学校名 方南小学校 5年 氏名 松井　悠
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保護者の感想保護者の感想

＊限られた時間の中で過ごす仲間だから
こそ、一緒に目一杯楽しもう、仲良く
なろう、迷惑をかけないようにしよう、
常にそういう気持ちがあったようでし
た。帰ってきてから以前にも増して、
気がついて行動する、他人に気を遣う
ということが出来るようになっている
なと感じられました。帰宅後は、名寄
で体験したことをスケジュール通りに
細かく説明してくれ、話が止まりませ
んでした。経験したことを何一つ忘れ
たくない、そんな風に受け取れました。

＊通常の観光とは異なり、学習や
現地の児童との触れ合いが組み
込まれた旅程だったので、ただ
楽しいだけではなく、大いに遊
び学ぶことができたようです。
また、名寄への派遣期間中だけ
ではなく、2ヶ月かけて事前学
習を行い、帰京後も体験したこ
とを基に調べ学習や学習成果発
表会を行うため、長期に渡り学
習意欲を継続させる仕組みが素
晴らしいと感じました。

＊名寄の歴史、自然を体感
し、新しいお友達と寝食
を共にして、生活したこ
とは貴重な体験となりま
した。事前学習を通して、
名寄に興味をもつことか
ら始めて、名寄で冬の文
化や食、遊び、歴史を学
び、帰ってきた時には達
成感と自信に満ち溢れ、
大きな成長となったと思
います。

事業名 概要 時期
北海道名寄市の「夏」

写真展 名寄市の夏の風景写真を杉並区役所にて展示しました。 令和 6年
５月27日～31日

アスパラまつり 杉並区役所でアスパラガスや大福等の特産品を販売しました。 令和 6年
５月29日～31日

白樺まつり 東京高円寺阿波おどり親善訪問おどり団（31名）と区代表団（3
名）が名寄市を訪問し、まつり会場で踊りを披露しました。

令和 6年
６月15日～16日

杉並区・名寄市子ども交流会 夏休みに、両自治体の小学4年生から6年生が、相互に訪問し交流
しました。

名寄編　令和 6年
７月28日～31日	
杉並編　令和 6年
８月５日～８日

東京高円寺阿波おどり 東京高円寺阿波おどり本大会に名寄市のおどり団「風舞連」が
参加しました。

令和 6年
8月24日

スイートコーンまつり 杉並区役所でとうもろこしや大福等の特産品を販売しました。 令和 6年
８月29日～30日

杉並区×名寄市交流35周年記念
ジャズを楽しみ杉並の魅力を

知るツアー
13名の名寄市民が杉並区を訪れ、阿佐谷ジャズストリートを体験
したほか、区内施設の見学などを行いました。

令和 6年
10月25日～27日

すぎなみフェスタ
交流自治体合同物産展に出展し、なよろ煮込みジンギスカンの販売
や大福等の物販販売をしました。また、会場内では名寄市の市立
天文台きたすばるの移動式天文台車がやってきて、観望会も行わ
れました。

令和 6年
11月9日～10日

冬のなよろ写真展 名寄市にて作成している冬カレンダーの掲載作品および応募作品
の一部を杉並区役所にて展示しました。

令和 6年
12月16日～20日

五感で感じる交流自治体
「名寄市」

杉並区民を対象にセシオン杉並で生産量日本一のもち米を使っ
たもちつき体験と試食をするイベントを実施しました。イベン
トには名寄市からもち大使 2名がやって来ました。

令和６年
12月19日

なよろ雪質日本一フェスティバル・
ふうれん冬まつり

杉並区代表団（２名）が名寄市を訪問し、雪像コンクールにて区
長賞・議長賞の表彰をしました。

令和 7年
２月8日～ 9日

杉並区×名寄市交流35周年記念
運命屋展

北海道名寄市ですべての撮影が行われた映画「運命屋」の衣装や
内容の紹介を杉並区役所にて展示しました。

令和 7年
2月15日～21日

杉並区×名寄市交流35周年記念
運命屋上映会

北海道名寄市ですべての撮影が行われた映画「運命屋」の上映会
を座・高円寺で実施しました。

令和 7年
３月2日
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なよろ市立天文台 「きたすばる」
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SA2502 名寄自然体験 R6　A4 無線綴じ（左綴じ）H2-3　コート135　背幅 1.6mm

北 海 道 名 寄 市 の ご 案 内北 海 道 名 寄 市 の ご 案 内
　北海道の北に位置する名寄市は、天塩川と名寄川が豊かな恵みを
もたらし、もち米やアスパラガス等が国内屈指の収穫量を誇る、農業
を基幹産業とする都市です。夏と冬の寒暖差が最大で 60℃にもなり、
日本最大級の望遠鏡を持つ市立天文台「きたすばる」や、雪質日本一と
もいわれるスキー場などがあります。
　杉並区と名寄市の交流は、平成元年7月に旧風連町と交流自治体協
定を結んだことに始まります。その後住民同士の幅広い交流が続いて
きましたが、平成 18 年 3 月には旧風連町と名寄市とが合併し、新し
い名寄市としてスタートを切りました。杉並区と名寄市は、これま
で築いてきた両自治体の関係をさらに発展させていくため、平成 18
年 6月に協定を再締結し、より一層の交流を深めています。

名寄市へのアクセス 名寄市公式サイト
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1時間30分
自動車 約1時間30分

バス

30分

JR特急

1時間

北国の春を彩る芝桜　　　　　　　 夏のひまわり畑

生産量日本一を誇るもち米の稲穂 雪質日本一 ! ピヤシリスキー場

なよろ市立天文台 きたすばる 神秘的なサンピラー現象

面　積 535.20 ㎢
（杉並区 34.06 ㎢）
人　口 24,702 人
世帯数 13,674 世帯
（令和7年1月末現在）
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名寄市のデータ

名寄市
観光キャラクター

「なよろう」

名寄市
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杉並区教育委員会

杉並区次世代育成基金活用事業

子どもたちの夢を応援する
杉並区次世代育成基金へのご寄附をお願いします。

　杉並区次世代育成基金は、次代を担う子どもたちが、自然・文化・スポーツなど
さまざまな分野における体験・交流事業への参加を通して、視野を広げ、将来の夢
に向かって健やかに成長できるように支援するための杉並区独自の仕組みです。
　平成24年度の創設より、寄附者の皆さまからの継続的なご支援をいただくことで、
多くの子どもたちに貴重な体験を提供することができています。寄附者の思いが
基金を通じて子どもに託され、その子どもたちが大人になり、さらに次の世代を
育んでいく。
　この「支援の循環」が杉並に根付き、希望に満ち溢れた未来へとつながるよう、
一人でも多くの皆様のご支援をお願いいたします。

区主催のイベントや次世代育成基金活用事業の報告会などで募金活動を行って
います。杉並区次世代育成基金の詳細については、杉並区ホームページ（下記
QRコード）をご確認ください。

［お問い合わせ］
杉並区児童青少年課　TEL：03－3393－4760 　mail：jisedai-ikusei@city.suginami.lg.jp

「小学生名寄自然体験交流事業 」は

杉並区次世代育成基金を活用しています

名寄市観光キャラクター
「なよろう」

SA2502 名寄自然体験 R6　A4 無線綴じ（左綴じ）H1-4　コート135　背幅 1.6mm


